
第
三
二
二
回
俳
都
松
山
俳
句
ポ
ス
ト 

 

第
三
二
二
回
開
函 

 

「
櫟
」
副
主
宰 

 

櫛󠄁
部 

天
思 

選 

  

特
選
三
句 

 

被
写
体
に
子
規
の
句
入
れ
て
花
明
か
り 

島
根
県
雲
南
市 
八
幡 

文
男 

  

衣
摺
れ
の
音
に
始
ま
る
薪
能 

 
 

徳
島
県
徳
島
市 

村
島 

ま
さ
こ 

  

戸
無
門
の
乳
鋲
ふ
く
よ
か
風
薫
る 

 
 

 
 

 

愛
媛
県
松
山
市 

八
木 

重
明 



入
選
二
十
句 

 
（
市
外
） 

花
の
城
下
り
て
愚
陀
仏
庵
を
訪
ふ 

 
 

 
 

千
葉
県
流
山
市 

山
﨑 

廣
久 

新
樹
光
チ
ェ
ロ
の
聞
こ
ゆ
る
坂
を
ゆ
く 

兵
庫
県
相
生
市 

柳
口 

千
津
子 

就
中
声
高
伊
予
の
ほ
と
と
ぎ
す 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
世
田
谷
区 

矢
嶋 

直
子 

風
光
る
子
規
の
街
ゆ
く
投
句
箱 

 
 

 
 

 
 

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町 
森 
祥
平 

庚
申
庵
今
日
の
も
の
の
芽
十
八
種 

愛
媛
県
今
治
市 

本
宮 

貴
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

囀
り
の
や
み
て
水
面
の
広
さ
か
な 

東
京
都
品
川
区 

播
磨 

賢 

宝
厳
寺
は
静
か
坂
に
は
百
千
鳥 

 
 

 
 

宮
埼
県
都
城
市 

塚
田 

嘉
代 



石
段
の
は
じ
め
は
数
ふ
遍
路
坂 

 
 

 
 

 

秋
田
県
大
仙
市 

滝
沢 

清
寿 

花
あ
ふ
ち
遊
女
の
墓
を
訪
ね
来
て 

 

愛
媛
県
伊
予
市 

園
田 

志
保 

夜
桜
の
あ
や
ふ
き
風
に
囚
は
る
る 

徳
島
県
徳
島
市 

島 

美
代
子 

春
の
風
足
湯
と
と
も
に
風
が
立
つ 

愛
媛
県
西
宇
和
郡
伊
方
町 

佐
々
木 

蒼
空 

さ
さ
く
れ
し
子
規
の
文
机
春
の
雨 

滋
賀
県
彦
根
市 
北
村 

浩
子 

伊
予
灘
の
涼
風
を
切
る
予
讃
線 

東
京
都
足
立
区 

居
石 

和
樹 

（
市
内
） 

木
漏
れ
日
の
句
碑
に
ふ
ん
は
り
春
落
葉 

愛
媛
県
松
山
市 

山
下 

幸
子 

青
葉
風
ベ
ビ
ー
カ
ー
か
ら
犬
の
顔 

愛
媛
県
松
山
市 

山
川 

公
司 



天
平
の
甍
を
そ
こ
に
養
花
天 

愛
媛
県
松
山
市 

松
永 

節
子 

蔀
戸
に
風
を
呼
び
け
り
藤
揺
る
る 

愛
媛
県
松
山
市 

髙
須
賀 

美
津
子 

麗
ら
か
や
子
規
の
遺
墨
の
削
り
跡 

愛
媛
県
松
山
市 

髙
須
賀 

伸
友 

 

（
十
五
歳
以
下
） 

天
守
へ
と
桜
こ
ぼ
る
る
石
の
道 

岡
山
県
倉
敷
市 

松
田 
朝
珠
莉 

匂
ひ
た
つ
道
後
に
灯
る
椿
か
な 

 
 

 
 

 

兵
庫
県 

阪
田 

夏
帆 

 

伊
予
灘
も
の
が
た
り
賞 

 

着
ぐ
る
み
の
子
狸
の
駅
春
の
雨 

愛
媛
県
松
山
市 

伊
東 

美
智
子 



投
句
総
数 

 

二
、
四
七
二
句 

市
外 

 
 

一
、
九
九
三
句 

市
内 

 
 

 
 

四
七
九
句 

投
句
者
総
数 

一
、
六
六
七
人 

市
外 

 
 

一
、
三
九
二
人 

市
内 

 
 

 
 

二
七
五
人 

 

開 

函 

日  
 

令
和
八
年
五
月
三
十
一
日 


